
平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
提
出

質

問

第

一

八

〇

号

薬
害
肝
炎
大
阪
訴
訟
及
び
四
一
八
人
の
リ
ス
ト
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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薬
害
肝
炎
大
阪
訴
訟
及
び
四
一
八
人
の
リ
ス
ト
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
薬
害
肝
炎
大
阪
訴
訟
原
告
一
六
番
の
方
及
び
あ
と
一
人
の
同
様
の
被
害
者
に
対
し
て
）

一

国
が
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
投
与
に
つ
い
て
の
資
料
を
持
ち
な
が
ら
、
投
与
は
な
か
っ
た
と
裁
判
で
主
張
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
大
阪
原
告
一
六
番
の
方
に
、
謝
罪
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

二

国
が
、
大
阪
原
告
一
六
番
の
方
に
つ
い
て
、
一
九
八
七
年
六
月
一
二
日
に
副
作
用
報
告
を
製
薬
会
社
か
ら
受
け
、
二
〇
〇

二
年
の
四
一
八
人
の
リ
ス
ト
作
成
段
階
で
も
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
投
与
を
確
認
し
な
が
ら
、
感
染
告
知
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
謝
罪
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

三

四
一
八
人
の
リ
ス
ト
に
あ
っ
た
被
害
者
の
う
ち
、
あ
と
一
人
に
つ
い
て
も
、
国
は
、
薬
害
肝
炎
訴
訟
に
お
い
て
こ
れ
ま
で

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
投
与
を
否
定
し
て
き
た
と
の
報
道
が
あ
る
。
こ
れ
が
事
実
な
ら
ば
、
速
や
か
に
、
こ
の
方
に
つ
い
て
も
、

事
実
関
係
を
確
認
し
、
裁
判
で
の
主
張
取
下
げ
及
び
謝
罪
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

四

質
問
一
及
び
二
、
三
の
謝
罪
は
、
�
添
厚
生
労
働
大
臣
が
直
接
会
っ
て
、
大
阪
原
告
一
六
番
の
方
な
ど
の
被
害
者
に
行
う

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

（
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
恐
れ
の
あ
る
四
一
八
人
の
リ
ス
ト
に
つ
い
て
）

一



五

国
は
リ
ス
ト
に
あ
る
被
害
者
に
対
し
、
速
や
か
に
告
知
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

六

質
問
五
の
告
知
後
の
検
査
・
相
談
に
つ
い
て
は
公
費
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

七

過
去
の
副
作
用
情
報
を
得
た
際
に
、
四
一
八
人
の
リ
ス
ト
を
は
じ
め
と
し
た
被
害
者
に
対
す
る
告
知
が
な
さ
れ
て
い
れ

ば
、
Ｃ
型
肝
炎
の
肝
硬
変
・
肝
癌
へ
の
進
行
や
死
亡
が
回
避
で
き
て
い
た
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
薬
害
の
被
害
拡
大
の
防

止
、
国
民
の
生
命
を
守
る
こ
と
は
、
厚
生
労
働
省
の
本
来
の
仕
事
で
あ
る
。
将
来
の
薬
害
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
薬
害

拡
大
や
国
民
の
生
命
に
対
す
る
軽
視
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
四
一
八
人
の
リ
ス
ト
な
ど
の
副
作
用
情
報
が
あ
り
な
が
ら
、
速
や
か
な
告
知
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
関
す

る
、
担
当
者
の
刑
事
責
任
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
も
し
刑
事
責
任
が
問
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
告
発
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

右
質
問
す
る
。

二


